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令和5年度決算 事務事業評価シート

人

計コ
ス
ト
情
報

実
施
内
容

成
果
と
課
題

6,204

事
業
費

負担金補助及び交付金

そ の 他

919
538

3

1,460

事
務
事
業
の
概
要

事務事業名 交通安全推進事業

事
業
概
要

「子どもと高齢者の安全通行の確保」「高齢運転
者の交通事故防止」「飲酒運転の根絶」「自転車の
安全利用の推進」を重点として、警察、交通安全運
動推進隊と連携し、
・児童生徒・高齢者を対象とした交通教育
・各季交通安全運動期間等における広報
・高齢者運転免許自主返納支援事業
等を実施する。

62 交通安全の推進

16 防犯・安全の推進

担当部課 危機管理監 危機管理課

めざす都市像 Ⅱ安心して暮らせるまちづくりへの挑戦

総合計画
(基本計画)

体 系

施策目標

具体的施策

970
538

4

970
コ メ ン ト

一般職旅費

高齢者運転免許自主返納支援事業
安芸高田市交通安全運動推進隊補助金538

旅   費

1,512

当初予算額 最終予算額 決算額項 目（千円）

事業費計（人件費含む）

1,4601,512

4

1,512

従事正職員数

1 交通教育
 （1） 児童生徒に対する交通安全教室
  14回 1,171人
 （2） 高齢者等に対する交通安全教室
  1回 50人
 （3） グッドドライバー・レッスン
  1回 90人

2 交通指導
 （1） 登校中の児童生徒等に対する交通指導等 48回
 （2） 街頭交通指導 （夏）参加65人 （秋）参加65人

3 広報啓発
  お太助フォン啓発放送 15件 109回

4 高齢者運転免許自主返納の促進
 （1） 被支援者 92人
 （2） お太助ワゴン等回数券 890千円
 （3） 入浴施設回数券 30千円

（成果）
□グッドドライバー・レッスンを市主催で開催し、安全運
転に役立つ知識や技術のほか、運転マナーの向上に資する
普及・啓発を行った。
□市内の全中学校、小学校7校で交通安全教室を開催し、
交通安全啓発を行った。

（課題）
■管内で死亡事故が1件発生し、前年度から人身事故件数
が9件増加した。引き続き、交通安全意識の向上と、事故
に遭わない・起こさないための啓発を並行して実施する必
要がある。
■グッドドライバー・レッスンを継続的に実施するうえ
で、今後の開催のあり方を検討する必要がある。

従事正職員
の 人 件 費

人件費（時間外勤務手当等除く）
時間外勤務手当等

計

交通死亡事故件数
交通教育（高齢者対象）
グッドドライバー・レッスン参加人数

実績値指標 指 標 名 等 計画値活
動
・
成
果
指
標

0.75

効率性（コストについて）

活動
指標

7,664

コスト削減できる 2023年度末をもって、高齢者運転免許自主返納支援事業を廃止した。

人身交通事故件数

100人
200人
0件
0件

90人

1件
50人

41件

報 償 費

成果
指標

有効性（目標達成について） 目標管理には適さない 市内の交通事故発生0件を目標に取り組んでいるが、他律目標である。

市 ⺠ 参 画 市⺠が参加できた 交通安全教室やグッドドライバー・レッスンに市⺠が参加した。

分
析

項  目 分  析 分 析 理 由
妥当性（必要性、⺠間活用について） 適正である 交通安全対策法に基づく業務である。

財
源
内
訳

国庫支出金
県 支 出 金

1,512
1,512計

地 方 債
そ の 他
一 般 財 源

1,4601,512
5,782

422
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令和5年度決算 事務事業評価シート

人

財
源
内
訳

国庫支出金
県 支 出 金

49,175
90,309計

地 方 債
そ の 他
一 般 財 源

41,127

82,14886,863
8,624

468

工事請負費

成果
指標

有効性（目標達成について） 概ね目標を達成できた 保全管理により安定した回線状況を維持できた。
市 ⺠ 参 画 検討を要する お太助フォン更新について市⺠の意⾒聴取を検討する。

分
析

項  目 分  析 分 析 理 由
妥当性（必要性、⺠間活⽤について） 検討を要する CBBSと課題及び⻑期的なビジョンを共有する必要がある。
効率性（コストについて）

活動
指標

91,240

コスト削減できない 現行の契約下においてはコスト削減できない。

11,100件 5,355件

従事正職員数

1 設備維持及び保守管理
 （1） 光ネットワーク管理運営費⽤
  運営に係る電気代、保険代、共架料、土地借上料
  等を支出した。
   (IRU賃借料としてCBBSより翌年度同額収入⾒込み）
 （2） 無線地域の有線化工事
  平原地域 9,627,200円
  ※樹木による電波障害解消のため有線化を行った。
2 支障移転
  電柱の新規設置や道路工事、地権者要請等による光
  ケーブルの支障移転工事を行った。
 （1） 市県関係工事       4件   1,694,000円
 （2） 電柱所有者等工事     26件  17,957,500円
 （3） 支所解体に伴う移設工事    1件   9,680,000円
3 伝送路の保守
  ケーブルの延伸や経路変更、雪害等による倒木の伐採
  処理や防護管の設置を行った。
 （1） 保守         20件  6,103,693円
 （2） 伐採          6件     851,400円

（成果）
□1月及び2月の雪害時には、CBBSと連携を取り、被災箇
所の保守業務を迅速に行った。
□旧八千代支所解体に伴い、イントラネットワーク機器の
移設にあわせ伝送路の移設を行った。

（課題）
■IRU契約の更新が控えており、運⽤形態を含め⾒直しが
必要である。
■お太助フォンの整備から10年以上が経過し、システムの
更新が必要な時期を迎えている。

従事正職員
の 人 件 費

人件費（時間外勤務手当等除く）
時間外勤務手当等

計

あじさいネットサービス契約件数

実績値指標 指 標 名 等 計画値活
動
・
成
果
指
標

1.1

委 託 料

2,171
86,863

当初予算額 最終予算額 決算額項 目（千円）

事業費計（人件費含む）

負担金補助及び交付金

41,021
41,134
45,729

41,134

8,579
2,251
2,578

90,309

45,155
32,153
7,021

44,748
コ メ ン ト

363
伝送路保守、伐採、防護管設置ほか
樹木伐採負担金
光熱水費、調査料、建物総合損害共済

支障移転工事費、光ネットワーク無線地域の有線化工事
電柱等共架料、土地借上料ほか32,153

事
務
事
業
の
概
要

事務事業名 光ネットワーク管理運営事業

事
業
概
要

防災情報や緊急告知放送など行政情報を迅速かつ
確実に伝えるため、あじさいネット及びお太助フォ
ンの保全管理及び改良を行う。

14 地域情報化の推進

04 情報基盤の整備

担当部課 企画部 政策企画課

めざす都市像 Ⅰ人が集い育つまちづくりへの挑戦

総合計画
(基本計画)

体 系

施策目標

具体的施策

38,959
31,997
7,269
1,887
2,036

82,148

使⽤料及び賃借料

そ の 他
計コ

ス
ト
情
報

実
施
内
容

成
果
と
課
題

9,092

光ネットワーク設備貸付収入、光ネットワーク設備管理運営基金繰入金

事
業
費

-35-
























































































































































































































































































